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研究成果の概要：  

 京都地区の病院・全国の大学病院にてバンコマイシン耐性腸球菌（VRE）サーベイランスを実
施した結果、京都地区の病院、全国の大学病院いずれも約 1 割の病院で VRE が検出された。京
都での分離株のクローン性の解析から地域内で急速に施設間伝播が進むこと、トランスポゾン
構造の解析から菌種間で耐性遺伝子が伝播することが確認された。京都地区では監視サーベイ
ランス体制の構築、感染対策指針の制定と推進により、VRE 増加に対して抑制効果を得ること
ができた。 
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１．研究開始当初の背景 
 バンコマイシン耐性腸球菌(VRE: 
vancomycin-resistant enterococci)は米国
における院内感染の主要起因菌として問題
となっているが、我が国においては散発例を
中心に年間 50 件前後が報告されるのみであ
った。しかし、平成 17 年 2 月に京都市内の 1
病院において 60 名以上の VRE 保菌者が発見
される大規模な集団発生をみた。これまで
VRE が事実上存在していなかった地域に、集
団発生を起こす特性の強いと考えられる菌
株が出現したことは、今後京都府下のみなら

ず全国的に VRE の拡散する危険性、あるいは
既に拡散が始まっている可能性を示してお
り、その更なる拡大様式を解析し、その防止
対策を早急に立案・実行する必要があると考
えられた。 
 
２．研究の目的 
(1) 京都地区内の医療施設におけるVRE 感染
拡大状況を把握する。 
(2) 全国の大規模病院におけるVRE検出状況
を把握し、地域性の有無を明らかにする。      
(3)集団発生規模に関わる微生物学的・遺伝
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子学的因子を解明する。      
(4)地域内集団発生の増加を未然に防ぐため
の監視サーベイランスシステムを確立する。      
 
３．研究の方法 
(1)2006~2008 年度にかけて、京都地区内の
医療施設（病院・介護施設）の入院患者・入
所者を対象として VRE 保菌調査を行う。各年
度の地域、施設区分毎の検出数の変化と、VRE
検出に影響する因子を解析する。       

 

(2) 全国規模でのサーベイランスとして、大

学病院を対象にしてVRE サーベイランス調査

を行った。アンケートにて 2004~2006 年に

おける VRE 検出歴を調査し、さらに、参加大

学病院に規定数（各大学病院の病床数の 20%）

の VRE 選択培地を配付し、2007 年 4 月から 1

年以内に細菌検査に提出された便検体につ

いて選択培地での培養によるVREの積極的な

検出を試みた。 

 

(3)上記（2）により国内各地域の VRE 株を収

集し、微生物学的特性、薬剤感受性パターン、

耐性遺伝子および遺伝子学的相同性をパル

スフィールドゲル電気泳動と multilocus 

sequence typing にて解析した。また、トラ

ンスポゾン、プラスミドプロファイルを比較

解析した。 

 

(4)京都地区において、臨床便検体のサーベ

イランスシステムを構築し、同時に VRE 検出

病院における感染拡大防止策の指針を策定

し啓蒙推進を行った。 

 
４．研究成果 
(1)表 1 のように、各年 2400~2900 検体（1
患者 1 検体）を収集し VRE 検出を試みた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1 京都地区 VRE 保菌調査検体収集状況 
 
各年のVRE保菌者は全被験者の0.04%、0.9％、
1.2％、0.7%であり、各年の保菌者検出病院
の割合は 1/108(0.9%)、10/100(10.0%)、
8/89(9.0%)、8/104(7.7%)であった。 
菌種・バンコマイシン耐性遺伝子は表 2 の通
りであり、2006 年以降は Enterococcus 

faeciumが 70~80%を占めていた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2 京都地区 VRE 保菌疫学調査検出菌種 
 
京都地域におけるバンコマイシン耐性腸球
菌の保菌者率、保菌者検出施設率は 2006 年
に急増した。本調査は VRE 検出歴のない施設
からの保菌者を複数検出するなど地域にお
ける VRE 対策に有用であった。本調査に加え
2006年以降にVRE感染対策指針を策定し包括
的対策を施行したことが、諸外国で過去に見
られたようなVRE 急増の防止に一定の効果を
表したものと考えられる。 
 
(2) 全国 68 大学病院の細菌検査室の参加で
VRE サーベイランスを実施した。2004~2006
年における VRE 検出歴アンケート調査では、
検出歴のある大学病院 12（なし 50）であり、
過去検出歴のある病院の率は 19.4%に上った。
更に、2007 年 4 月以降の細菌検査に提出され
た便検体におけるVREサーベイランスでは47
病院から合計 5955 検体についての結果報告
を得ることができ、 15 検体(0.25%)で VRE 陽
性、検出病院数は 8 大学病院(報告のあった
病院の 17.0%、全体の 12%)であった。感染症
の発症がない限り届出対象にならないため、
その推移が把握しにくいVREが水面下で京都
の病院と同じ程度に全国的に拡散している
ことが示唆される結果であった。 
 
(3)パルスフィールドゲル電気泳動の結果、
京都地区で増加した vanA型 E. faeciumのほ
とんどは3つのサブクラスターからなる同一
遺伝子型クラスターに属することを明らか
にした。この 3サブクラスターとも VRE 保菌
者集団発生の起きた病院由来株を含んでお
り、地域における病院間伝播が集団発生を誘
発することを裏付ける知見を得た。 
また、この E. faeciumの vanA遺伝子の位置
するトランスポゾン Tn1546-like element 全
長の塩基配列を解析したところ、これまで国
内外で検出歴のない特異な型であり、2006 年
以降検出されている vanA陽性 E. gallinarum
のトランスポゾンも同一型であることを明
らかにし、菌種を越えた薬剤遺伝子の拡散を
裏付ける知見を得た。 
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(4)2006 年度に(1)における保菌者の増加、
VRE 検出施設の増加を受け、地域的な VRE ス
クリーニングおよび検出病院に置ける感染
拡大抑止策の指針を策定した。(1)で示した
とおり、保菌者数、施設数ともに減少の傾向
が認められ、地域における VRE 拡散防止に貢
献することができた。 
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